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町農村生活研究グループ協議会
クラブ員募集

　町農村生活研究グループ協議会では、一緒に活動を

していただけるクラブ員を募集しています。

　協議会は、ゆたかでゆとりある農村生活の実現を 

めざすと共に、農村女性の地位向上を図ることを目的

として設立されました。

　活動内容は、体験農業や地産地消を目的とした料理

講習会などを主催したり、丹精込めて作った野菜など

を美味しく食べる方法なども楽しく勉強しています。

　クラブ員には農家の方だけでなく、非農家の方も 

います。ご興味のある方は是非お問合せください。

所町役場内　対町内在住者（農家・非農家不問）　

儡年会費５００円　申随時募集　【活動日】２か月に１度

問町農村生活研究グループ協議会事務局（産業振興課内）

　撒（５７）４１７４

手軽に野菜を作ろう
～野菜袋栽培講習会～

　お家で手軽に野菜作りを楽しんでみませんか。

日５月１６日（土）１０時～１３時　所野木町市民農園　

容トマトやキュウリ等の季節の野菜を肥料袋で育てる

対町内在住在勤者　定先着１２名（１家族２人まで）

儡５００円（材料費・保険料込み）

申４月１６日（木）～３０日（木）直接問合せ先

【主催】町農村生活研究グループ協議会

問町農村生活研究グループ協議会事務局（産業振興課内）

　撒（５７）４１７４

野木町ガバメントクラウドファンディング
活用支援事業補助金

　地域活性化等に資する事業を行う団体等を支援する

「野木町ガバメントクラウドファンディング活用支援

事業補助金交付制度」を創設しました。

　これはふるさと納税制度を活用したクラウドファン

ディングのことで、ふるさと納税の寄附金の使い道を

より具体的にプロジェクト化し、そのプロジェクトに

共感した方から寄附を募る仕組みです。ご相談をお待

ちしています。

【交付対象者】

　町内に事務所または住所を有し、事業者等が町税 

および町に納付義務のある料金の滞納をしていない 

こと等

【対象となる事業】

　事業費の総額が１００万円以上の事業で、地域課題の

解決につながる事業もしくは地域の活性化、地方創生

に資する事業等

【補助金額】

　寄附金額に１０分の８を乗じて得た額を上限

※詳細については町ＨＰをご覧ください。また事前 

　相談が必要になりますので、問合せ先までご相談 

　ください。

問政策課　撒（５７）４２１６

令和８年経済センサス
活動調査の実施

　総務省と経済産業省は、令和８年６月１日現在で、

「令和８年経済センサス－活動調査」を実施します。全

国のすべての事業所および企業が対象になります。

　４月から５月にかけて調査票を郵送等でお届けしま

す。皆様の調査へのご理解・ご回答をよろしくお願い

します。詳細は、「経済センサス－活動調査－キャン

ペーンサイト」をご覧ください。

　また、「経済センサス－活動調査」をよそおった 

不審な訪問者や不審な電話・電子メールなどにご注意

ください。調査員は必ず「調査員証」を身に着けており、 

金品を請求したりすることは絶対にありません。

問政策課　撒（５７）４２１６

野木町地域振興生活応援商品券の
配布

　物価高騰の影響を受ける町民の皆様の生活支援とと

もに地域経済の活性化を図るため、国の物価高騰対応

重点支援地方創生臨時交付金を活用し、町内取扱店で

使用できる地域振興生活応援商品券（６，０００円分）を

配布します。３月下旬から世帯主宛てに、各世帯人数

分の商品券をゆうパックにより郵送しています。

※順次発送となり送付まで期間を要します。

　あらかじめご了承ください。

【配布対象者】

　令和８年１月１日時点で野木町に住民登録がある方

【商品券使用期間】

　４月１日（水）～９月３０日（水）

【商品券取扱店舗】

　商品券郵送の際に同封されているチラシをご覧 

ください。

問コールセンター（平日８時３０分～１７時１５分）

　撒０５０（１８７１）２６９０


